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平成 20 年 8 月 13 日 

08 年２次解法答練 

受講生各位 

 

「08 年２次解法答練 財務会計（第４回）解答解説冊子」 

お詫びと訂正 
 

拝啓 平素は格別のお引き立てを賜り、厚く御礼申し上げます。 
この度、先日発刊いたしました「08 年２次解法答練事例Ⅳ（第４回）解答解説」（NL08390）にて下記の誤

りがあることが判明致しました。深くお詫び申し上げます。 
今後このような不手際を起こさぬよう、注意徹底いたす所存でございます。何卒ご寛容賜りますようお願い

申し上げます。 
敬具 

１． 模範解答の字数訂正 
 

＜訂正箇所＞ 解答解説冊子 Ｐ３ 
第４問 
（設問２）（配点 14点） 

資 産 面 は 完 成 品 在 庫 が 減 少 し 、 生 産 設 備 が 増

加 す る 。 費 用 面 は 、 減 価 償 却 費 が 増 加 す る 。

 

２．模範解答及び解説の内容訂正 

 

＜訂正箇所(1)＞ 解答解説冊子 Ｐ３ 

第３問 

③ 小規模案：30 百万円 
 
＜訂正箇所(2)＞解答解説冊子 Ｐ16 ９行目～23行目 
③小規模案 

需要好調の現在価値＝0.3×（50／1.1２＋50／1.1３＋50／1.1４＋50／1.1５＋50／1.1６）≒51.6925…（百万円） 

需要中立の現在価値＝0.4×（30／1.1２＋30／1.1３＋30／1.1４＋30／1.1５＋30／1.1６）≒41.3540…（百万円） 

需要低迷の現在価値＝0.3×（10／1.1２＋10／1.1３＋10／1.1４＋10／1.1５＋10／1.1６）≒10.3385…（百万円） 

 よって、現在価値合計≒103（百万円） 

 

これより、それぞれの投資額（平成 19 年度末時点の価値）と現在価値合計から正味現在価値（ＮＰＶ）を計

算する。 

① 大規模案のＮＰＶ＝172－150／1.1≒36（百万円） 

② 中規模案のＮＰＶ＝138－100／1.1≒47（百万円） 

③ 小規模案のＮＰＶ＝103－ 80／1.1≒30（百万円） 

 

いずれの投資案もＮＰＶはプラスになるが順番は次のようになる。 

  中規模（47）> 大規模（36）>  小規模（30） 

 

※太字下線付文字が訂正対象箇所となります。 

LEC 東京リーガルマインド 中小企業診断士事業本部 

LEC コールセンター TEL:0120-35-5005 

TEL : 03-5913-6001 (携帯・PHS からの場合) 

(月～金)9:30～20:00 (土・日・祝) 9:30～17:00 


